
運営主体
FoodPLUSGmbH

（ドイツ）

審査費用
約10万円
＋審査員旅費

約15万円
＋審査員旅費

約44万円
＋審査員旅費

GAP認証をとる

一般財団法人

日本ＧＡＰ協会
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食品安全

環境保全

労働安全

人権保護

農場経営管理

商品回収テストなど

○高知県版ＧＡＰの経緯について

国 県

H19 「基礎ＧＡＰ」策定
「こうち環境・安全・安心点検シート」を策定

点検項目は国の策定した「基礎ＧＡＰ」の内容に準拠

H22
「農業生産工程管理の共通基盤に関するガイドライ

ン」策定（項目：労働安全、環境保全、食品安全）

H29
国のガイドラインに準拠した「高知県版ＧＡＰ基準書」

を策定（野菜、米、果樹、茶 の４つを策定）

R2 第４期産業振興計画にＧＡＰの推進を位置づけ

R4

「国際水準ＧＡＰガイドライン」を策定

（項目：上記３つに加え 人権保護、農場経営管理）

これに伴い H22 策定のガイドラインを廃止

移行期間は３年間（R6 年度末まで）

R5
各都道府県との意見交換、協議

各都道府県版ＧＡＰは基本的に廃止するよう通知
国の方針を受けて、高知県版ＧＡＰ廃止の方向で決定

R6

「国際水準ＧＡＰガイドライン」移行に伴い

①推進目標の検討

②現地での指導方法等に関する方向性の検討

R6 年度末で高知県版ＧＡＰ廃止

農水省「ＧＡＰをめぐる情勢」より引用
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